
泊り 尤成 {H民E FRI 候へ 被 +中j ZH141 盛産1也11自君Fと てIZ: 廻 if巾院泊w ば・被遊問

K 儀 事在'騎E官候中 健 被霊1i'毒H 草初可
被成常n::謹て 門ぷ陪ヘと勝厳軍劇&院争 共 法

税

可 替叩 問と被4{I民。p司l 扱 上イi申証「ミ はd、

総 跡 いて 区 下度事存候 目設 旨 1<: N主 是やも 頃
!fi! 候市 て 被笠 も /¥。 の f民。 e 設 官見巾民 、珍敷都

私 古 U完 成 只 1<: へ 終陀

故 骨望 i政月Fl者武 御一 IC・程 去共不 の今 存候奉rmば、 作tE]f疋。

悲辿御も 陀 人ひ相矧l調茶湯者設匂p 申 公御H1 
桜 ・ 候11日 とと 左法 日 不

陀子承道 俄申 り る な ‘ ff民上珍
て阿 ‘ じ料がに 今 霊

己 候申候巾を猶n:: I亡逃 御 ど
ひ も 以 てて可 、 料 も て

へ 。は 1J11仕被 、 f間巾民茶主 型被! 
入 ・ へが ~，j; 

被越中 是 可 た度下上 手は 下 、伺前幸門!逢被御成{是
f巾""殿成は""候〈 ょ に ・前 、 不図

御 否目と定 し 越 共m に謹測I".J 御。笠程 。被中 て 乎御を
扱の 御 仰道 巾殿意進 、 HiJ見罷へ

長候とを供いつ此時徳4院台~( ー{尻拾被 にへ 弘 、民たき前分 、 は 候

候開! と 被 御綬成 τ 候し。 ゃつ 1御Jt 1'1、1 徳台公 !lIi‘ 候司中Iてと

故被仰判候1 過~iIi に K 側 、 被Z中成本見 立

候彪な候時刺iてて IZ:伊跡 、被官I相主。又 0 ・ が の 、、 て豆地 此

nUl佐叉ら分う三此御近i習~~ のの 時

供巾0 波候会 やか 御開 請'1・l2ぎ主 的の 三鳩を三 御山=在鳥 鰻御者取 司にEの- 1後b|品zL. ! 
う被遊もと制1 て 雪故

へ 何て池 へ は

共l時ば /¥ の 、の侠i時f函E 御物言百 通仕無 IC
明 、 と御巣人なう の世之故 f院。 に
日 今巾起 可々 日寺 て

ニl早の侠あ有希ぎ分さ分 と然 1111
i11附1n寺が 之れモ E ・ せ 、 ‘ば味

此 E ・り と 取作J被成候御 新;J.¥ドr越殿中 方
者 佐本 被成て f品 f院 の 放宿 い

渡多 、 へ て作築J f氏技I段h 。 たに佐渡を 、被共 ‘ 花 氏れさ
向島 仕 今 下市長 、 かやがl' 去て Z子E 
のま誌の ぼ人

町 間 11子 11111 と J様zや 聞 の #磁候成H 拾1を喜妻子
端 f民陀は叩1のき ， 11111 
にへ 詰~ 何巾 御n::きに を

F ζ 

白4

相の 府公 議it / ¥ 

乎のも被f候とq。l 下屋 不。F陀it1 1 pのk 及埠明

f分司1f1i民3寺E1 前E fE民h。 t布E 
i函の

後り J後越中~ 金

越. 候巾 子E速r-

始中 ・折節 4殿F時I司
て ・伏 陀

御iとH 山見て

道岡 へ 世地イ民

候同。1阿『と陶 脱の時参 て

控1FfFl御町fhl l 分内、 何訟の

f干巾dfT 大はか難E 、 E
先 ひ

民 主れE 頃家来方 て!C 

t11E 11 2巾，Ji 本4f-

官主共宜n 、 よ 佐
此大り 波守

民 御難主宏干fl、-簡 を赴は のよ

が f御自詫 びtl¥ 

会り 1院。 迄分 巾し

はめじ、何此ぞと 仮髭入申 れ候さ。

又重り量 御組 、 佐波

Eめさ 報可Eじ f懇意故却 被侠K 中

陀
候
。

然
底
陀
細
川
越
中
守
殿
、
秀
次
よ
り
金
子
百
枚
借
被
申
候
。

御
詮
設
の
時
分
、
右
の
金
子
平
迩
治
則
也
候
は
ね
ば
、
相
知
巾
首
尾
花

慌
成
候
得
共
‘
此
時
分
金
子
釧
底
故

K
、
百
枚
の
金
子
訟
に
難
訓
候
。

越
中
守
殿
留
守
居
、
松
井
佐
渡
守
と
申
も
の
、

本
多
佐
渡
殿
と
別

τ

一
‘
細
川
越
中
守
林
君
へ
御
金
拝
借

開
原
の
時
細
川
越
中
守
殿
三
賀
妻
女
を
被
殺
候
事
も
‘帥
制
現
昨
悼
の
被

成
候
事

K
候
。
北
ハ
仔
細
は
秀
次
一
阪
の
時
、
路
大
名
一
味
者
有
之
哉

と
御
吟
味
被
成
候
。
右
政
山
一
万
は
音
信
を
仕
と
て
、
そ
れ
さ
へ
右
の
辺

共
方
ど
も
料
制
聞
に
有
之
儀
と
被
仰
候

E
.
合
結
仕
候
て
の
協
と
見
え

巾
候
。
際
誌
に
て
候
か
け
手
も
か
け
手
、
扱
又
能
解
申
儀
と
被
存

陪
町
。

を
家
来
ど
も
周
候
桜
陀
と
て
.
懇
陀
致
さ
れ
無
事
陀
能
成
候
。日正
は

椛
現
桜
主
人
は
腰
ね
け
に
候
へ
ば
・
と
か
く
被
仰
候
事
も
僻
…
之
候
。

越
被
成
候
に
さ
へ
曾
て
か
ま
ひ
不
申
候
。
我
ま
L
K
振
廻
巾
候
。

主

人
は
臨
ぬ
け
に
候
。
此
上
は
我
々
政
代
、
伊
謹
の
家
来
陀
て
武
名
を

け
が
し
巾
俄
は
有
問
敷
と

τ、
何
程
制
し
候
て
も
我
等
申
慌
を
用
不

申
候
。

帥知れ
ば
彼
等
忙
用
ら
れ
家
を
立
申
依
は
、
全
〈
上
の
御
成
光

と
器
存
候
旨
被
巾
候
。
共
趣
白太
閤
御
聞
に
て
、
共
よ
り
政
宗
下
知

之
封
E
、
震
御
切
被
成
御
覧
候
へ
ば
、
年
月
山川口
付
有
之
般
を
被
成
御

覧
候
施
、
最
前
駿
河
に
い
ま
だ
被
成
御
座
候
時
分
の
年
月
K
て
、
最

早
三
十
年
に
も
及
候
。
久
敷
事
と
被
仰
候
て
、
共
金
子
を
佐
渡
托
被

下、

"
拾
を
以
早
辿
持
明
候
へ
と
被
仰
候
。
佐
渡
頂
戴
い
た
し
、
織
布

儀
務
存
候
。
迫
付
図
元
へ
巾
む
候
は
ピ
、
越
中
守
方
よ
り
此
金
子
、

早
々
返
上
仕
に
て
可
有
之
山
申
上
候
へ
ば
、
い

や
/
¥
共
は
大
事

の
背
中
陀
候
。

此
金
子
の
俄
は
表
向
へ
申
付
候

t
.
矯
波
巾
印
刷
も
混
成

候
得
北
ハ
、
表
向
の
者
ど
も
に
穏
知
申
間
放
と
て
、
か
桜
K
具
足
椴
の

内
よ
り
取
出
地
申
候
。
も
は
や
此
金
子
の
俄
は
是
迄
陀
て
、
沙
汰
な
し

波
へ
巾
候
て
、
何
卒
内
府
様
御
計
ひ
被
下
候
桜
花
と
申
候
。

E
h
へ

よ
ぺ
と
被
仰
候
故
、
本
多
殴
同
道
に
て
御
前
へ
問
問
出
候
。
段
々
御
附

被
成
候
て
、
扱
h
k

笑
止
成
都
民
候
。
去
共
何
と
ぞ
成
可
申
と
被
仰
、

扱
何
番
目
に
有
之
御
具
足
栂
主
持
て
来
候
へ
と
被
仰
候
。

則
北
九御
具

足
開
制
御
前
へ
執
念
候

へ
ば
、
御
巾
昨日の
内
よ
り
銘
御
取
山
し
被
成
、

是
K
て
あ
け
候
へ
と
被
仰
候
。
共
か
ぶ
と
の
下
と
鍛
の
下
に
封
じ
有

一岱友
陀
て
候
o

越
中
殿
は
櫛
現
様
と
絡
に
御
出
合
も
然
之
、
日
頃
締

伺
越
中
殿
な
ど
は
‘
太
閤
へ
釣
候
て
徳
川
家
へ

は向
山
間
を
態
と
す
る

様
怠
る
事
に
候
。
然
島
本
念
切
成
俄
花山能
成
候
て
‘
佐
渡
此
方
の
佐

可

制

小

説

容

O 




